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岡
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預
金
通
貨
の
議
出
に
闘
す
る
通
説
ミ
新
設

I
 
l
 

-
-
E
J
 

班員

太

耳目

キ息

識

貨
幣
艇
演
の
盛
岡
肱
し
て
信
用
経
済
時
代
に
入
れ
る
今
日
の
経
済
枇
曾
に
於
て
、
銀
行
業
的
占
む
る
地
位
・
北
(
の

償
十
る
役
捌
が
往
々
重
要
に
し
て
大
な
る
も
の
ご
な
っ
て
米
司
ゐ
る
司
、
ピ
は
、
骨
叫
に
改
め
て
設
〈
ま
で
も
な
い
こ

古
で
ゐ
り
、
更
に
那
銀
行
業
の
内
部
じ
於
け
る
升
業
の
後
遺
に
俳
ひ
柿
々
な
る
方
而
に
劃
す
る
金
融
機
関
ご
し
て

活
動
の
分
野
を
異
に
す
る
そ
れ
ん
¥
の
銀
行
が
存
在
し
て
ゐ
る
が
、
北
山
中
枢
が
商
業
銀
行
で
あ
る
こ
さ
は
守
は
れ

な
い
こ
ご
で
ゐ
る
o

し
か
も
今
日
の
商
業
銀
行
仁
一
於

τは
、
業
の
預
金
は
主
正
し
て
蛍
座
預
金
で
あ
っ
て
、
之
れ

を
有
す
る
者
は
預
金
額
に
謝
し

τ何
時
仁
て
も
必
要
な
る
際
小
切
手
を
振
出
す
雄
利
を
持
っ
て
居
・
9
、
業
の
小
切

手
が
鋳
貨
・
紙
幣
・
銀
行
努
E
同
様
に
支
梯
手
段
ご
し
て
周
ひ
ら
れ
る

i
l之
れ
が
た
め
に
預
金
通
貨
な
る
名
稿

が
奥
へ
ら
れ

τゐ
る
(
間
一
一
四
日
川
報
一
時
的
尚
一
忠
一
転
抗
一
時
い
れ

)
1
l殊
に
巨
額
の
支
梯
に
は
多
〈
小
初
手
を
用

ひ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
取
引
を
大
い
に
簡
便
迅
速
な
ら

L
め
る
こ
さ
が
出
来
る
。

右
崎
地
べ
た
る
芯
こ
ろ
の
み
で
も
嘗
座
預
金

ω倍
む
働
き
は
大
で
あ
る
が
、
克
に
今
日
の
商
業
銀
行
に
於
て
は
、

此
の
常
座
預
金
は
、
預
金
者
が
直
接
預
入
れ
る
現
金
よ
h
成
る
こ
ご
が
少
〈
、
多
(
は
貸
付
又
は
割
引
の
手
取
金

設

苑

罰
金
調
貨
白
越
山
に
腸
ナ
る
泊
詑
と
新
詰

第
二
十
九
巷

玉
大
九

館
凹
披

1 
t 



詑

施

1L 
A 

第
二
十
九
谷

五
七

O

端
四
腕

預
金
泊
先
山
泣
出
に
闘
す
る
迦
誌
と
新
民

額
を
預
金
ご
し

τ振
替
記
帳
さ
れ
た
る
も
ゅ
よ
り
兎
に
角
一
勝
成
立
す
る
ピ
い
ふ
事
・
貨
が
ゐ
る
。
印
ち
此
の
遇
税

じ
依
て
銀
行
ピ
貸
付
又
は
割
引
の
依
頼
者
(
以
下
、
車
に
顧
客
正
い
ふ
)
ピ
は
相
互
に
債
権
言
債
務
Z
を
持
つ
こ
正

、
な
る
が
、
期
〈

L
て
振
替
へ
ら
れ
た
る
嘗
座
預
金
に
謝
し
て
も
顧
客
は
勿
論
小
切
手
を
振
出
し
得
る
o

故
に
之

れ
が
た
め
に
官
座
制
金

ω管
h
u

働
主
は
盆
々
大
な
る
も
の
ご
成
っ
て
ゐ
る
£
い
子
』
ピ
が
出
来
る
。

そ
こ
で
右
の
如
き
池
税
を
見

τ、
今
日
の
両
業
銀
行
は
、
預
金
者
が
庇
技
研
出
入
れ
る
現
金
金
以
イ
L

貸
出
討
す
る

仁
止
ら
す

h

主
芯

L
E
は
山
中
ん
池
上
町
釘
出
を
し
て
研
叫
ん
正
ぞ
作
り
出
す

ωで
ゐ
ゐ
|
|
戒
は
信
用
を
倒
治
す
る
の
で

あ
る
九
し
か
も
斯
く

L
τ
作
り
出
[
得
る
預
金
揃
貨
は
預
入
れ
ら
れ
た
一
定
額
の
現
金
の
歎
紡
乃
翌
十
倍
に
及
び

得
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
、
内
外
的
多
く
の
論
者
仁
よ
っ
て
唱
へ
ら
れ
て
通
説
ご
な
っ
て
ゐ
る
。

然
る
に
最
近
、
宕

ω如
吉
田
地
説
に
反
謝
し
て
、
商
業
銀
行
は
貸
出
を
行
っ
て
預
金
を
作
り
出
す
ご
い
ふ
こ
ご
は

由
来
な
い
古
い
ふ
論
者
が
現
は
れ

τ来
た
り
で
ゐ
る
。
特
に
其
の
急
先
鋒
が
英
国
五
大
預
金
銀
行
の
一
た
る
タ
且

λ

ト
ミ
ン

λ

タ
1
銀
行
的
蹴
取
で
め
る
の
で
英
闘
の
金
融
論
植
に
一
大
波
測
を
生
母
し
め
陀
の
で
あ
つ
っ
た
。
金

融
問
宇
者
ご
し
て
有
名
な
る
ク
イ
ザ

1
λ
の
如
き
は
、
之
れ
に
謝
し
て
反
駁
を
試
み
其
の
二
十
年
来
の
主
張
を
闘
守

し
て
ゐ
る
(
之
れ
に
類
し
た
論
等
は
最
近
我
闘
に
於

τも
叉
仰
閤
仁
於

τも
行
は
れ
て
ゐ
る
)
0

然

L
倫
そ
れ
己
共

に
之
等
の
論
守
に
先
立
っ
て
此
問
題
に
闘
す
る
研
究
が
、
就
中
米
凶
の

7
4
9
7
プ
λ

に
依

τ行
は
れ
て
ゐ
る
ぜ

い
ふ
ニ
ビ
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
I
o
後
岩
は
一
仰
の
銀
行
の
立
場
に
於
て
見
る
場
合
正
金
値

ω銀
行
を
包
括
的

に
見
る
場
合
ご
を
匝
別
し
て
、
預
金
通
貨
を
作
り
出
し
得
る
限
度
仁
就
て
は
・
二
つ
の
場
合

ω聞
に
著
し
き
差
謹

あ
る
ニ
ご
を
論
じ
て
ゐ
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
之
れ
正
大
館
同
様
な
る
主
張
は
最
逗
我
が
深
井
英
五
氏
の
述
べ
ら
れ

信用。創建といふと共解障に盟解E生ずる良れがあるが、比恥は今問題主せ

J;11MLeaf {今は故人〉

起行杭議会事十一巷三都且v'大阪銀行通信銀第三百 t寸四腕聖日時。
R.-Wolff.-Note sur la systeme moneulire francnis. I927 に劃する P.

本



て
b
る
古
こ
ろ
で
ゐ
る
。

此
の
問
題
は
、
前
越
川
り
如
〈
商
業
銀
行
の
占
む
る
地
位
・
其
の
演
宇
る
役
割
に
闘
し
、
叉
従
っ
て
中
央
銭
行
の

通
貨
政
策
乃
去
は
令
融
り
統
制
や
景
気
吉
信
用
の
如
き
問
題
古
密
接
な
る
安
渉
を
持
つ
割
に
於
て
、
重
大
な
る
悶

題
な
る
こ
Z
を
知
h
得
る
の
で
ゐ
る
が
、
本
稿
に
於

τは
、
此
の
預
金
通
貨
の
遺
出
に
閲
す
る
之
等
の
訴
訟
中
‘

特
に
従
来
の
通
話
に
就
て
批
評
す
る
』
芭
を
京
阪
ご
し
、
之
れ
に
加
へ
て
・

9
1
フ
及
び
ク
イ
ザ

1
1
ω
所
説
を

窺
ひ
、
私
の
考
ふ
る
E
こ
ろ
が
何
れ
の
設
に
ゐ
る
か
を
明
に
し
た
い
ご
思
ム
。

主
任
山
三
仁
、

L
心
指
'

、
羽
川
副
一
一
z-

目、.、
4
J
J
4
K
4
-一-↓
H

先
づ
従
来
ゆ
週
設
を
見
る
に
大
抵
の
論
者
は
J

商
業
鈍
行
は
貸
出
を
な
す
こ
ご
に
依
て
預
金
を
一
定
額
の
現
金

(
若
れ
が
銀
行
の
受
入
れ
た
預
金
で
あ
る
が
、
銀
行
ゆ
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
依
て
、
術
肺
軌
を
同
時
仁
す
る
が
)

の
放
出
川
乃
至
十
倍
迄
も
作
h
出
し
得
晶
、
ぜ
い
、
ゆ
を
符
ご
す
る
o

ぞ
れ
は
我
闘
に
於
付
る
銀
行
論
や
令
融
に
閲
す

る
脊
物
の
中
に
多
(
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
並
(
の
説
明
の
明
瞭
に
し
て
且
つ
準
備
率
己
の
関
係
を
も
一
市
さ
れ

た
も
の

Z
し
て
、
鴨
川
爪
氏
の
所
設
を
皐
げ
る
こ
芭
が
出
来
る
。
氏
は
「
銀
行
に
よ
る
預
金
貨
幣
治
山
に
就
て
し
究
の

如
〈
越
べ
ら
れ
る
。

「
今
日
銀
行
は
二
つ
の
方
法
し
ょ
っ

τ、
貸
付
割
引
を
行
ふ
こ
正
が
出
来
る
。
一
つ
は
百
人
の
人
か
ら
受
り
入

れ
た
明
金
|
|
例
へ
ば
十
高
闘
の
内
、
一
高
岡
を
現
金
引
出
に
謝
す
る
準
備
金
E
し

τ手
許
に
留
保

L
、
残
り
九

首
両
国
を
現
金
を
以
っ
て
貸
付
り
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
際
、
銀
行
の
貸
借
表
は
(
資
本
金
積
立
金
等
を
問
題
外
ど

説

預
金
通
貨
の
港
出
に
闘
す
る
迦
詑
主
新
設

丸
ブL

JIi 

第
一
一
十
丸
谷

五
七

節
制
蹴

Caubon (Journal des economistes， mars L9'2:3) 
例へぽ飯局幡司 金融組前誹議 pp.38.-41 

高橋勉官金融自基嘩tT識 pp.1730-174 
楠爪明男貨幣理論 pp.72-73 

4) 

δ} 



設

苑

預
金
描
貨
の
泣
山
に
闘
す
る
祖
説
、
と
新
拡

泊
二
十
九
谷

五
じ

第
凶
挽

O 
O 

す
れ
ば
)
、

次
に
示
す
如
〈
資
産
の
部
に
現
金
一
両
国
ご
貸
付
九
高
岡
刷
、
負
債
の
部
に
預
金
十
諸
国
吉
な
る
。

P掛

陣

時声量
司~

85  
遺書

甜
ゆ

目。P
。。。

今
一
つ
は
、
預
っ
た
現
金
十
世
両
国
金
部
を
準
備
金
己
し
て
、
そ
の
上
に
九
十
高
岡
の
貸
付
制
引
を
行
ひ
、
そ
れ

な
貸
付
削
引
依
頼
人
り
預
金
口
に
振
hJ
楼
へ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
際
銀
行
の
貸
借
表
は
次
の
如
く
な
る
o

糊

I訟

地阻
E ゆ

呂白。。。一日朝
5

6
8』
oo--J潤
時

H

。。-
0
0

。

唱。。‘。
Q

。

二
つ
の
場
合
共
に
、
預
金
に
濁
す
る
現
金
準
備
金
は
十
封
一
の
割
合
で
あ
り
、
銀
行

ω安
全
程
度
は
|
|
他
の

鮎
に
縫
b
な
り
れ
ば
、
同
じ
で
あ
る
が
、
貸
出
額
に
就
て
は
九
高
岡
正
九
十
高
困
古
の
相
違
が
ゐ
る
。
又
前
の
場

合
に
は
、
貸
出
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
何
等
預
金
は
後
生
し
な
い
が
、
後
に
は
、
九
十
高
岡
り
預
金
は
銀
行
の
貸

出
に
よ
っ

τ始
め
て
後
生
し
た
の
で
あ
る
，
:
・
・
」

我
々
は
此

ω二
つ
の
表
を
艶
照
し

τ.
い
か
に
も
準
備
率
は
共
に
十
封
一
郎
も
十

ρ
l
セ

y

ト
に
な
っ
て
ゐ
る

こ
E
を
知
る
o

に
か
ら
此
の
銀
行
が
右
二
つ
の
方
法
的
中

ω何
れ
を
採
っ

τも
安
全
程
度
が
同
じ
で
あ
る
ご
い
は

れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
L
此
の
銀
行
は
準
備
率
を
減
少
せ
十
じ
後
の
方
法
を
、
果
し

τ跨
踏
む
〈
採
用
L
得
る
で

あ
ら
う
か
。
先
づ
、
貸
出
を
し

τ振
替
へ
ら
れ
た
る
九
十
高
岡

ω預
金
な
る
も
の
は
、
此
の
銀
行

(
A
銀
行
正
眼



定
す
る
)

じ
其
催
留
っ
て
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
か
、

ピ

νふ
阿
世
間
が
起
る
。
何
正
な
れ
ば
此
の
九
十
高
岡
の
預
金
な
る

も
の
は
貸
出
に
依
て
現
は
れ

τ来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
廟
客
は
(
ぞ
れ
が
一
人
な
る
Z
多
数
な
る
ご
を
悶
は
宇
)
資

金
の
必
要
が
ゐ
っ
て
貸
出
舎
要
求

L
た
も
の
仁
相
違
叫
い
o
然
る
に
之
れ
を
其
儲
抽
潤
し
て
置
〈
古
い
ふ
こ
正
は
、

貸
出
目
舗
に
謝
し
て
は
高
利
を
支
抑
ふ
必
要
が
あ
り
、
一
方
の
蛍
座
預
金
に
は
無
利
子
か
極
〈
僅
か
の
利
子
し
か
付

か
な
い
ご
い
ふ
こ
さ
を
考
へ
て
も
、
強
想
し
難
い
こ
ご
で
ゐ
る
。
だ
か
ら
銀
行
が
貸
付
額
に
謝
す
る
一
定
割
合
の

残
高
金
残
し
て
底
〈
べ
き
こ
ご
を
顧
客
仁
要
求
ゼ
さ
る
限
h
u
活
ら
〈
聞
も
な

f
或
は
長
か
ら
ぬ
昨
日
の
間
に
も
¥

額
に
岨
到
し
て
小
切
手
を
振
出
す
に
相
違
な
い
。
今
恨
h
ノ
に
、
顧
客
は
現
金
を
引
出
3
な
い
印
ち
振
出
し
た
小
切
手

を
他
人
に
劃
す
る
支
飾
に
用
ひ
る
ピ

L
、
他
人
も
受
取
っ
た
小
切
手
を
此
の
銀
行
に
持
会
し
て
現
金
を
引
出
さ
な

い
も
の
芭
す
る
(
顧
客
或
は
小
切
手
受
取
人
が
現
金
を
引
出
せ
ば
、
準
崎
山
金
は
忽
ち
減
少
す
る
)
。
従
っ

τ小
切
手

の
受
取
人
は
そ
れ
を
其
の
取
引
銀
行
の
自
己
の
常
座
預
金
に
振
込
む
で
あ
ら
う
。
比
の
取
引
銀
行
が
若
し
同
じ
A

銀
行
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
英
際
は
A
銀
行
正
し
て
は
顧
客
の
巾
の
成
者
か
ら
仙
の
者
に
首
座
預
金
が
移
動

L
た
に
過

ぎ
な
い
か
ら
、
安
全
な
る
準
備
卒
が
維
持
さ
れ
得
る
限

b
、
何
等
危
供
す
る
こ
Z
無
き
は
勿
論
で
ゐ
る
。
然
し
A

銀
行
り
外
に
も
多
数
り
銀
行
が
存
す
る
以
上
、

A
銀
行
は
其
顧
客

ω
小
切
手
が
皆
白
行
の
顧
客
の
手
に
入
る
Z
い

ふ
こ
ご
は
期
待
し
得
ら
れ
な
い
、
寧
ろ
某
の
大
部
分
が
他
行
の
顧
客
の
手
に
入
る
も
の
ご
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら

ば
結
局
A
銀
行
は
他
行
か
ら
其
れ
丈
け
の
金
視
を
取
立
て
ら
れ
る
|
|
そ
れ
は
普
通
、
手
形
交
換
所
を
経
由
し
て

中
央
銀
行
其
他
に
於
け
る

A
銀
行
の
預
金
(
銀
行

ω手
許
に
ゐ
る
現
金
正
共
に
準
備
金
を
構
成
す
る
も
の
)
の
減

少
古
な
っ
て
来
る
o
然
る
に
先
の
第
二
の
表
に
於

τは
準
備
金
は
十
高
闘
に
過
ぎ
な
い
、
悲
し
他
行
の
顧
客

ω入

設

苑

預
金
泊
貨
の
誌
山
に
闘
ナ
る
描
設
と
新
肱

第
二
十
カ
巷

E 
t 

第
四
都

C 



:i!!: 

苑

預
脅
迫
貨
山
也
出
に
闘
す
る
油
説
と
珊
混

第
二
十
丸
谷

E
t
四

第
四
腕

。

手
L
た
小
明
手
金
額
が
合
計
九
十
高
闘
で
あ
れ
ば
、
事
備
金
は
消
滅
し
て
街
其
上
に

E
額
の
不
足
を
生
す
る
で
め

p
り'フ。

然
ら
ば
如
何
に
し
て
此
の
銀
行
は
、
新
か
る
不
足
が
決
し
て
生
性
中
し
が
も
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
準
悩
率
ey
維
持

.
す
る
様
じ
す
る
こ
ピ
が
出
来
る
か
、
ぞ
れ
が
た
め
に
は
九
宮
内
固
化
り
の
貸
付
を
行
ふ
よ
b
外
は
な
い
、
そ
し
て
此

九
部
闘
の
貸
付
ぞ
常
座
預
金
に
振
答
へ
る
志
す
る
吉
、
其
振
替
へ
た
際
の
貸
借
表
は
次
の
如
く
な
る
が
、

~1jJ 

}食

坤?司
~!ß> 

H

口。一。。。一市淵出陣

目
白
一

c
c
o

叫
閥
抗
即

。。h
O
O

一。

mo-
。。。

然
じ
振
持
へ
ら
れ
た
預
金
九
高
凶
に
封
し
て
小
切
手
が
間
も
芯
〈
振
出
き
れ
て
他
行
の
預
金
者
の
手
に
波
晶
、

従
っ
て
預
金
ご
現
金
正
は
共
に
九
世
両
国
宛
減
少
し
て
結
局
貸
借
表
は
失
の
如
〈
な
る
。

〉噛

ì~営

時剖
ヰゆ

-
0
・2
三
副
砂

田

A
Y
D

由。

H
O
O
-

。。。

之
れ
卸
も
第
一
の
方
法
ご
し
て
示
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
放
に
此
の
銀
行
正
し

τは
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
準

備
準
を
維
持
せ
ん
Z
す
れ
ば
九
市
内
闘
の
貸
付
し
か
出
来
な
い
の
で
ゐ
る
(
但
L
貸
付
額
に
劃
し
て
一
定
の
雄
一
一
向
を

麗
し
器
〈
こ
芭
を
銀
行
が
顧
客
に
要
求
す
名
場
合
仁
は
、
其
残
高
あ
る
が
た
め
に
今
少
し
〈
多
〈
貸
付
り
得
る
で

あ
ら
う
)
。



上
遁
す
る
ご
よ
ろ
に
依

τ、
私
は
遁
設
に
謝
し
て
一
偶
の
銀
行
が
一
定
の
現
金
を
基
Z
し
て
共
数
倍
乃
至
十
倍

の
貸
付
を
な
す
ヤ
』
ご
に
依
て
、
其
安
全
ご
す
る
準
備
率
(
そ
れ
が
必
し
も
十
パ

1
セ
Y

ト
己
定
ま
っ
て
ゐ
な
い
ニ

さ
は
勿
論
で
の
る
が
、
そ
れ
が
又
一
向
い
準
備
事
で
は
な
い
こ

z
b
明
炉
で
あ
る
)
を
維
持
す
る
ご
い
ふ
こ
古
川
r
到

底
由
来
な
い
こ
子
宮
逃
ぺ
、
十
パ
!
セ
Y

ト
の
準
備
率
な
ら
ば
共
一
定
の
現
金
額
よ
り
少
き
か
又
は
大
差
な
き
貸

付
し
炉
出
来
な
い
こ

F
e示
し
た
。

然
ら
ば
何
故
に
右
の
如
き
設
が
唱
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
、
其
理
由
ご
も
田
山
は
れ
る
事
例
を
考
へ
て
見
る
。

ぞ
れ
は
無
論
、
続
初
に
遁
べ
た
る
が
知

f
、
今
日
の
商
業
銀
行
に
於
け
る
営
座
護
金
が
多
(
は
、
貸
付
又
は
割

引
の
手
取
金
額
(
更
に
は
銀
行
の
購
入
す
る
有
償
澄
券
ゆ
代
金
を
預
金
正
し
て
援
態
記
帳
す
る
こ
ど
に
依
亡
現
は

れ
る
・
ご
い
ム
其
の
過
程
に
光
づ
基
〈
・
』
芭
は
明
か
で
あ

ι炉
、
更
に
、
規
〈
し
て
振
替
へ
ら
仇
た
る
首
座
預
金

ε・
預
金
者
が
直
接
に
預
入
れ
た
瞥
座
預
金
正
は
、
同

ι〈
蛍
座
預
金
ご
い
っ
て
も
某
の
性
質
を
異
に
す
る
ご
い

ふ
こ
さ
を
注
意
し
て
居
ら
凶
の
で
は
な
が
ら
う
h
r
z
考
へ
ら
れ
る
。
何
正
な
れ
ば
、
直
接
預
金
の
方
は
大
飽
に
於

て
預
金
者
が
日
々
の
出
納
に
要
す
る
も
の
を
預
け
て
置
〈
も
山
で
あ
る
、
従
つ

τ絶
え
中
出
入
の
ゐ
る
こ
正
は
勿

論
で
ゐ
る
が
、
然
し
銀
行
に
預
金
ご
し
て
残
っ
て
ゐ
る
も
の
は
日
々
十
出
納
残
高
で
あ
る
、
此
の
残
高
は
特
別
の

場
令
(
例
へ
ば
月
末
戒
は
季
節
的
の
需
要
期
ご
い
ふ
が
如
き
)
守
除
け
ば
通
常
甚
し
い
愛
動
は
無
い
、
従
っ

τ銀
行

は
か
、
る
直
接
損
金
を
全
部
手
許
仁
置
か
な
〈

τも
日
常
の
経
験
に
依
て
、
恰
も
先

ω第
一
の
方
法
に
於
け
る
が

如
〈
九
割
迄
も
貸
出
し
て
も
差
支
へ
を
生
じ
な
い
正
い
ふ
-
』
己
は
考
へ
得
る
こ

Z
で
ゐ
る
。
然
る
に
波
生
預
金

ω

方
は
阪
通

ω如
〈
、
臨
時
に
必
要
ご
な
っ
て
茶
花
資
金
を
比
較
的
高
利
で
銀
行
か
ら
借
入
れ
て
之
れ
を
一
時
預
金

設

苑

預
A

骨
組
貨
山
越
出
に
闘
す
る
祖
説
と
新
協

第
二
十
九
巻

五
七
五

部
凶
腕

O 



詑

苑

預
金
埴
貨
白
地
出
に
闘
す
る
通
説
と
新
設

第
二
十
九
巻

豆
七
六

第
四
腕

。
四

仁
入
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
γ

、
若

L
寵
接
抽
出
金
の
日
々
の
麗
一
角
で
以
て
此
の
臨
時
必
要
の
場
合
を
も
過
ご
し
得
る

な
ら
ば
、
少
〈
ご
ち
一
時
は
収

τ借
入
の
必
要
は
な
い
で
ゐ
ら
う
、
そ
れ
が
出
来
な
い
炉
ら
借
入
を
す
る
正
解
す

る
の
が
妥
賞
で
ゐ
ら
う
、
従
っ
て
之
H

い
を
共
催
長
〈
引
出
す
-
エ
」
な
〈
残
し
て
置
〈
が
如
き
こ
芭
は
、

t

普
通
の
商

工
業
者
で
あ
れ
ば
錦
き
な
い
で
あ
ら

F

フ
O

=-
右
の
批
評
の
反
阪
に
謝
す
る
答

右
の
如
量
批
評
を
な
せ
ば
其
れ
い
に
櫛

L
τ
或
は
起
る
か
も
知
れ
ぬ
ご
思
は
る
、
反
駁
を
抗
l
柏
崎
想
し
て
、
伶
h

議
論
的
複
雑
に
豆
ら
ぬ
範
国
内
仁
於
て
答
へ
を
逃
べ
て
見
ょ
う
。

英
一
つ
は
、
比
山
銀
行
は
必
L
b
一
度
に
九
寸
高

M
t貸
出
さ
な
い
で
徐
々
に
貸
出
を
し
1
行
く
戒
は
振
替
へ

ら
れ
た
預
金
に
謝
し
て
必
し
も
在
ち
に
全
部
小
切
手
を
振
出
す
も
の
で
は
な
い
、
ご
言
は
れ
る
が
も
知
れ
な
い
二

そ
う
で
あ
る
ご
し
て
も
、
比
の
銀
行
は
民
の
願
客
の
援
山
山
し
た
五
高
岡
山
り
小
切
手
が
他
行
の
手
に
波
っ
た
の
み
で

も
、
預
金
正
準
備
金
古
は
共
に
五
宮
内
岡
宛
滅
す
る
、
準
備
率
は
こ
れ
が
た
め
に

b
山
H

。
g
zな
っ
て
し
ま

ム
で
ゐ
ら
う
。
第
ニ
に
は
、
準
備
金
を
以
て
他
行
の
手
に
渡
っ
た
小
初
手
を
支
抑
ひ
得
な
い

E
な
れ
ば
、
此
の
銀

行
は
中
央
銀
行
か
ら
で
も
備
入
れ
を
な
し

τ準
備
率
を
維
持
す
る
で
ゐ
ら
う
、

Z
言
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然

L
之
れ
は
現
金
郎
も
準
備
金
の
増
加
す
る
}
』
己
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
嘗
面
的
問
題
外
に
脱
す
る
も
の
で

あ
る
、
何
E
な
れ
ば
訟
で

u.
此
の
銀
行
が
一
定
の
現
金
を
基
正

L
て
禁
の
九
倍
の
貸
付
を
行
っ
て
も
池
備
卒
は

十

.ρ1
セ
ン
ト
を
維
持
し
得
る
、
ピ
い
ふ
一
』
正
仁
就
て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
第
三
に
は
例
へ
ば
橋
爪
氏
が



「
多
数
の
廟
客
を
有
す
る
銀
行
に
あ
っ
て
は
、
一
方
に
現
金
ゃ
引
出
し
或
は
小
切
手
を
振
出
す
人
が
あ
れ
ば
、
他

方
に
は
現
金
を
預
付
入
れ
或
は
他
銀
行
{
仰
の
小
切
手
を
持
表
す
る
人
を
生
じ
、
た
め
に
受
取
ピ
支
梯
ご
は
略
均
衡

が
Z
れ
る
り
れ
Y
」
も
、
・
:
:
・
」
さ
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
中
の
、
私
が
傍
駄
を
付
し
力
部
分
の
如
詰
反
駁
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
先
づ
他
方
に
は
現
金
を
預
入
れ
る
者
が
あ
る
な

ιば
、
そ
れ
は
す
「
前
に
於

τ述
べ
た
る
こ
ど
、

同
じ
で
ゐ
っ
て
問
題
外
で
ゐ
る
。
他
銀
行
宛
の
小
切
手
を
持
血
容
す
る
場
合
は
、
一
隠
は
現
金

ω増
加
古
同

ιで
ゐ

る
が
、
然
し
之
れ
は
手
形
交
換
所
へ
持
出
古
ね
ば
な
ら
ぬ
.
同
時
に
他
行
か
ら
も
此
の
銀
行
宛
の
小
明
手
を
持
出

し
て
来
品
。
に
か

ι或
税
度
迄
均
衡
が
ど
れ
る
ご
い
ふ
こ
芭
は
無
論
考
へ
得
ら
れ
る
、
依
り
に
A
銀
行
の
支
搬
手

形
が
九
十
部
回
で
あ

0
・
他
的
諾
銀
行
的
A
銀
行
に
劃
す
る
支
挑
手
形
即
ち
A
銀
行
の
持
出
手
形
が
入
十
五
高
岡

あ
り
正
す
れ
ば
、
八
十
五
高
固
に
り
は
バ
ラ
V

ス
が
取
れ
る
わ
り
で
あ
る
、
然
し
五
高
岡
は
不
定
で
あ
る
。
ぞ
れ

は
阪
越

ω如
〈
A
銀
行
内
準
備
率
を
五
パ

I
セ

Y

ト
伶
b
引
下
げ
て
し
ま
ふ
こ

Z
に
成
る
。

次
に
A
銀
行
の
持
出
手
形
の
金
額
百
他
ω
諸
銀
行
ω
A
銀
行
に
謝
す
る
持
出
手
形
の
金
額
己
が
全
(
憶
に
一
致

す
る
正
い
ふ
が
如
き
こ
ど
は
、
普
通
の
場
合
殆
ん
戸
」
期
待
し
得
ら
れ
ぬ
こ
ご
で
ゐ
ら
う
、
無
諭
そ
う
い
ふ
場
合
が

絡
調
に
起
ら
な
い
ご
い
ふ
ニ
正
は
言
へ
な
い
1

で
ゐ
ら
う
、
例
へ
ば
A
銀
行
ご
同
様
に
何
れ
の
銀
行
b

一
一
滑
に
同
時

的
に
貸
出
を
ア
プ
j

w

マ
U
F

に
繍
張
し
戯
け
て
行
〈
場
合
に
、
そ
う
い
ふ
こ
芭
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
L
共

際
注
意
す
ぺ
当
こ
ど
は
之
れ
ら
凡
て

ω銀
行
が
貸
出
嬢
張
の
基
礎
た
る
現
金
は
如
何
に
し
て
獲
得
苫
れ
得
る
か
正

い
ふ
ニ
ご
を
よ
〈
考
へ
る
必
要
が
ゐ
る
で
ゐ
ら
う
、
私
は
問
題
が
余
h
複
雑
に
な
っ
て
行
〈
こ
子
炉
』
考
へ
て
.
此

貼
に
関
す
る
考
察
を
他
日
に
譲
る
。

自主

苑

Eコ
n 

預
金
祖
貨
の
匙
由
に
闘
す
る
週
誌
と
新
設

体
二
十
世
巻

宜
七
七

停
制
蹴

前掲嘗 P.746) 



設

預
金
通
貨

ω
池
山
に
闘
す
る
通
説
と
新
詑

。
六

第
二
十
九
巻

五
ヒ
λ

苑

第
四
腕

上
越
の
如
〈
バ
-
フ
ン
ー
が
全
く
取
れ
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
殆
ん
ど
期
待
し
得
ら
れ
な
い
な

ιば
、
「
な
ほ
時
I
の

事
情
に
依

τ支
梯
額
が
受
入
額
を
超
過
す
る
場
合
併
」
生
中
る
」

Z
言
は
れ
て
ゐ
る
こ
ご
が
、
品
山
山
銀
行
の
様
仁
一

定
の
現
金
を
基
正
し

τ九
山
情
的
貸
付
を
な
す
が
如
き
銀
行
に
於
て
は
、
寧
み
直
ち
に
起
っ
て
来
る
で
あ
ら
う
ど
忠

ふ
の
で
ゐ
る
。

1m 

リ
ー
フ
の
創
造
百
定
説
ご
ウ
イ
ザ

1
ス
の
見
解

私
は
弐
に
、
前
越
の
如
き
通
話
に
反
劃
し
て
之
れ
を
否
定
し
た
る
論
岩
的
代
表
者
正
し
て
前
掲
リ

1
7
t
之
れ

に
謝
し
て
反
駁
せ
る
タ
イ
ザ

l
ス
Z
の
言
ふ

Z
ζ
ろ

を

皐

げ

る

。

品

開

先
づ

9
1
フ
の
主
張
の
要
蹴
は
次
仁
引
用
す
る

t
こ
ろ
に
依
て
窺
は
れ
る
。

「
銀
行
な
る
も
の

(
p
o
Zロ
E
)
は
其
の
一
存
で
通
貨
を
膨
眼
さ
せ
る
カ
を
持
つ

τゐ
る
ご
崎
断
せ
ら
れ
て
ゐ

る
o

之
れ
を
な
は
断
乎
ご
し
て
否
認
す
る
。
・
:
:
信
用
の
創
造
は
岡
家
の
仕
事
た
b
得
る
の
み
で
ゐ
品
。
.

-
後
券
銀
行
は
信
用
の
剣
趨
者
で
あ
る
、
預
金
銀
行
は
信
用
の
デ
ィ
ス
ト

y
ピ
ユ

1
タ
1
に
過
ぎ
な
い
、
其
の
信

用
は
会
〈
其
の
支
聞
の
及
ば
な
い
カ
に
依
て
創
治
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
O
i
-
-
:
一
伺
の
銀
行
(
釦
『
自
と
は
一
私

人
吉
問
機
に
某
の
所
有
せ
る
金
額
に
借
用
し
得
る
金
額
を
加
へ
た
も
の
よ
b
も
多
f
貸
す
噂
』
Z
は
出
来
な
い
」
。

術
、
彼
れ
は
其
著
仁
於
て
「
預
金
銀
行
制
度
じ
於

τ、
「
信
用
の
創
誼
者
」
ご
呼
ぴ
得
る
も
の
が
若
し
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
預
金
岩
で
あ
る
、
何
百
な
れ
ば
銀
行
な
る
も
の
は
其
の
預
金
者
が
銀
行
仁
託
し
て
置
い
て
も
良
い
E

考
へ
る
金
額
に
依
て
、
其
の
貸
出
業
務
を
厳
重
に
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
め
る
。
斯
う
V
ム
ニ
己
が
主
張
ぜ

w. Leaf封 Reviewof 'Westminster Bank， Nov. 1926に盛在せるものに

して H.Withe円.Do Banks Create仁rer'lit? (Tlt(~ 仁ommerc 'ial and FI-

nancial Chronicle. Dec. I uh r926) 田中に引川せるイ部分 (pp.295
'
-

2952目)

7) 



ら
れ

τぬ
る
1

|
銀
行
(
昨
日
目
宮
島
以
下
同
じ
)
の
各
の
貸
付
は
預
金
を
剣
諮
す
る
、
銀
行
が
其
貸
付
を
増
加
し

て
行
〈
限
h
、
ぞ
れ
V
い
り
銀
行
の
預
金
は
同
じ
科
度
で
増
大
寸
る
、
斯
〈
[
て
銀
行
な
る
も
の
は
信
用
を
創
諮
す

る
も
の
己
認
め
号
、
ご
が
出
来
る
ご
。
不
幸
に
し
て
附
設
は
事
質
J

」
一
問
主
せ
な
い
。
」
ご
港
べ

τ共
の
諾
明
古
し

τ

五
大
預
金
銀
行
を
総
括
し
た
る
千
九
百
二
十
五
年
上
宇
期
週
平
均
織
金
額
表
を
掲
げ
、
竿
期
間
に
貸
出
は
約
三
千

認
識
の
著
増
を
一
市

L
て
ゐ
る
が
、
此
著
増
は
預
金
の
同
額
の
増
加
を
仲
は

AVLτ
寧
ろ
其
の
大
減
少
を
-
来
し
て
ゐ

る
こ

E
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

右
内
引
用
に
依
E
彼
れ
の
言
ふ
ご
こ
ろ
は
結
局
、
銀
行
は
そ
れ
が
一
個
の
銀
行
た
る
ご
会
館

ω
銀
行
(
吾
作

CEr)

で
あ
る
ピ
を
問
は
宇
、
他
よ
h
拠
へ
ら
れ
た
る
信
用
(
銀
行
自
身
的
所
有
資
金
を
別
ご
す
れ
ば
〕
を
仙
に
帥
刊
す
る
ピ

け
で
め
る
、
換
言
す
れ
ば
預
金
を
先
づ
得
て
貸
出
が
山
家
る
の
で
あ
る
、
通
訟
の
如
〈
貸
仰
を

tτ
預
金
を
作
h

出
し
て
貸
出
芭
預
金
・
己
を
卒
行
的
に
増
大
せ
し
む
る
こ
ど
は
出
来
な
い
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

私
は
銀
行
の
所
謂
信
用
創
諸
井
に
其
他
り
駄
に
閥
す
る

9
1
プ

ω所
設
を
凡

τ委
蛍
正
は
考
へ
な
い
、
凡

τの

録
行
を
一
括
し
て
見
た
る
場
合
に
於
て
も
預
金
を
作
り
出
す
-
」
ご
が
出
来
江

ν
ごい
1

ム
-
』
己
は
概
論
で
あ
ら
う
E

思
ふ
o

只
彼
れ
が
「
一
一
個
の
銀
行
は
一
私
人
ご
同
様
に
其
所
有
せ
る
金
額
に
借
用
し
得
る
金
額
を
加
へ
た
も
の
よ

り
も
多
〈
貸
す
こ
ご
は
出
来
な
い
]

E
言
へ
る
も
の
は
、
文
字
通
b
で
は
な
い
が
、
先
つ
之
れ
を
以

τ、
普
通
の

場
合
の
一
仰
の
銀
行
の
経
倍
上
の
方
針
己
し
て
良
い
も
の
で
あ
ら
う
さ
考
へ
る
。

然
ら
ば
ヲ
イ
ザ
l
A
は
之
れ
に
針
し

τ如
何
な
る
反
駁
を
試
み
た
か
。
彼
れ
が
前
出
の
ク
ロ
ニ
h
y
u
y

誌
に
於
て

述
べ
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
は
要
す
る
に
、
彼
れ
の
著
「
ミ

1
-一
Y

グ
・
才
プ
・
7

ヰ

1
」
川
町
第
五
章
「
貨
鮮
の
議
出
」
に
於
て

設

施

第
四
都

O 
-t 

預
金
調
食
自
活
出
に
闘
す
る
調
設
企
新
設

第
二
十
丸
巷

五
七
丸

W. Leaf， Banking (The Home Uni、ersity Libl'ary Edition) 

102; p. 103・
A bank cannot， any more than a private individual. lend more th叩
what it owns plllS wh叫 itcan hOl"l市 W_

1926. p. 8) 

本



誼

苑

預
金
祖
貨
心
遣
出
に
闘
す
る
祖
詰
主
新
説

第
二
十
九
巻

五
人

O

第
四
班

O 
A 

詳
述
し
て
ゐ
る
ご
こ
ろ
正
麹
h
は
な
〈
、
其
叫
中
に
鬼
る
も

ω
吉
岡
じ
様
な
る
例
を
奉
げ
て
、
リ

1
7
の
訟
の
営

否
を
除
し
て
ゐ
る
。
共
の
例
は
諸
に
問
題
ど
す
る
ご
-
』
み
を
明
か
に
す
る
上
に
於
て
必
要
正
思
ふ
か
ら
、
次
に
引

用
す
る
。

』一、

目

-
Y
1
プ
博
士
は
、
銀
行
な
る
も
の
が
貸
付
を
な
し
て
預
金
官
増
加
さ
せ
得
る
ニ
ざ
を
詔
め
な
い
o
彼

れ
は
、
一
仰
の
銀
行
は
共
所
有
す
品
金
額
に
共
の
伯
川
l
J
得
る
金
績
を
加
へ
た
も
の
」
!
り
も
多
〈
貸
す
ニ
正
は
出

来
な
い
、

Z
考
へ
て
お
る
o
湾
へ
て
児
ょ
う
o

私
が
私

ω
銀
行
へ
行
っ
て
、
一
つ
の
家
路
セ
肺
ふ
た
め
仁
，
一
千
枝

み
貸
付
を
求
め
る
・
す
る
さ
銀
行
は
私
に
其
金
額
丈
の
小
切
手
を
振
出
す
概
利
を
奥
へ
品
、
是
し
て
私
は
家
屋
の

翼
手
に
小
切
手
を
支
抑
ふ
、
責
手
も
亦
私
の
銀
行
に
預
り
る
、
ど
う
い
ふ
こ
正
が
起
る
で
ゐ
ら
う
か
。

9
1
フ
博

士
一
か
適
正
に
削
装
し
て
ゐ
る
が
如
〈
此
の
銀
行
の
貸
借
掛
照
表
は
釣
併
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・
ザ
い
か
ら
そ
れ
は
釣
合
ふ

で
あ
ら
う
が
、
然
し
よ
り
大
き
な
数
字
に
於
て
い
あ
る
〔
此
の
貸
付
の
起
ら
ざ
h
J
し
以
前
に
比
ぺ
て
|
|
評
者

説
υ
。
何
ご
な
れ
ば
家
屋
の
資
手
は
私
の
小
切
手
伝
彼
れ
の
勘
定
に
振
込
み
、
品
仙

ω銀
行

ω預
金
を
二
千
械
だ
け

、
、
、
.
、
、
、
、

.h.
、
、
.
‘
‘
、
、
.
‘
.
‘
.

増
加
さ
せ
た
に
違
ひ
な
い
〔
付
註
前
出
同
様
〕
・
銀
行
の
現
金
は
影
響
を
受
付
な
か
っ
た
に
蓬
ひ
な
い
、
然
し
立
(
の

‘
.
、
、
-
.
、
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
‘

.h.
、、，、

預
金
の
二
千
磁
増
加
は
資
産
の
側

ω
顧
客
に
謝
す
る
貸
付
の
同
様
な
る
増
加
に
依
て
釣
合
っ
た
に
蓮
ひ
な
い
o
此

の
銀
行
の
現
金
正
其
の
預
金
正

ω比
率
に
微
細
の
殆
ん
ど
無
税
し
得
る
減
少
が
起
る
で
ゐ
ら
う
、
そ
し
て
此
UJ
比

率
を
プ

y
ユ
l
デ

y
z
が
要
求
す
る
水
準
に
維
持
す
る
こ
ご
は
、
銀
行
な
る
も
の
が
周
到
な
る
注
意
を
な
す
ぺ
主

事
柄
で
ゐ
る
。
然
し
此
鮎
に
就

τω
銀
行
な
る
も
の
、
プ
リ
ノ
ユ

1
デ

y
z
は
、
貸
付
を
な
し
て
預
金
を
増
加
さ
せ

る
共
的
カ
に
謝
す
る
唯
一
の
制
限
で
あ
る
」
o

〔
私
が
傍
勅
を
附
し
た
部
分
に
就
て
は
少
し
後
に
越
ぺ
る
U



之
れ
を
見
れ
ば
、
彼
れ
が
周
到
に
説
明
し
て
居
る

4
Z
が
判
る
、
邸
も
言
葉
の
上
仁
は
示
3
れ
で
は
ゐ
な
い

が
、
此
の
銀
行
が
此
の
貸
付
を
な
す
際
迄
に
遣
し
て
居
っ
た
或
る
割
合
の
準
備
率
が
、
此
の
小
額
の
貸
付
を
な
L

た
る
た
め
に
結
局
微
細
な
が
ら
減
す
る
こ
ぜ
を
確
か
じ
認
め
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
然
し
準
備
本
を
如
何
な
る
割
合

仁
維
持
す
べ
き
か
は
銀
行
の
プ

P
ユ
1
デ
ン
旦
に
委
ね
て
ゐ
る
、
之
れ
に
封
L
て
我
h
H

は
録
的
い
く
ら
の
準
備
率

仁
な
っ
て
ゐ
た
か
叉
そ
れ
が
此
の
銀
行
の
安
全
ご
す
る
程
度
山
も
の
で
め
っ
た
か
否
か
を
知
b
得
な
い
か
ら
論
議

す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。

彼
れ
は
引
繍
い
て
右
の
小
切
子
が
他
の
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
た
場
合
に
就
て
遁
ぺ

τゐ
る
。

「
然
し
一
一
仰
の
銀
行
が
或
る
顧
客
仁
貸
付
を
な
す
時
に
其
結
果
ざ
し

τ生
ず
る
小
切
手
の
受
取
人
が
同
一
銀
行

仁
預
け
る
ご
い
ふ
こ
ど
は
、
勿
論
怖
に
又
一
般
的
に
起
る
も
の
で
は
な
い
。
通
常
起
る
こ
ご
は
一
個
の
銀
行
が
貸

付
を
な
す
こ
ご
に
依
て
、
山
叩
録
中
H
U
抑
制
な
る
官
釘
を
炉
る

rい
ふ

f
zで
あ
一
日
。
上
に
仮
定
し
た
る
例
に
於
て
、

貸
付
を
す
る
私
の
銀
行
が
P
エ
ス
ト
ミ
Y

ス
タ

1
銀
行
で
あ
h
、
翼
手
の
銀
行
が
ロ
イ
ド
銀
行
で
あ
る
ご
す
れ

ば
、
私
の
小
切
手
は
ロ

4
ド
銀
行
に
振
込
ま
れ
二
千
勝
は
ロ
イ
ド
銀
行
の
預
金
に
加
は
る
に
相
違
な
い
。
ぞ
れ
吉

同
時
に
二
千
磁
は
手
形
交
換
所
を
通
じ

τ英
蘭
銀
行
に
於
け
る
ク
且
月
ト
ミ
Y
1
b
F
l
銀
行
の
残
高
か
ら
ロ
イ
ド

銀
行

ω残
高
に
移
さ
れ
花
に
相
違
な
い
。
新
〈
し
て
終
局
の
結
果
は
ロ
イ
ド
銀
行
の
貸
借
掛
照
表
の
雨
側
に
増
加

を
生
じ
た
に
違
ひ
な
い
、
反
之
ク
且
旦
ト
ミ

y
ス
タ

1
銀
行
に
於
げ
る
唯
一
の
踊
理
化
は
、
英
蘭
銀
行
に
於
け
る
現

M
E
Y

二
千
碗
減
U
・
顧
客
に
謝
す
る
貸
付
が
同
額
の
増
加
を
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
ク
エ
ス
ト
ミ

y
z
タ

1
銀
『
げ

預
金
に
謝

r
r現
官

vr和
平
は
少
し
い
低
〈
な
い
、
ロ
イ
ド
銀
行
の
そ
れ
は
少
し
〈
高
(
な
る
で
あ
ら
う
o

然
じ

話

苑

預
金
担
貨
の
抱
出
に
蜘
す
る
通
話
ー
と
新
設

第
一
一
十
九
血
管

五
λ 

銘
凹
蹴

O 
丸



訴

訟

預

金

調

貨

の

誌

酬

に

闘

す

る

祖

説

と

新

設

第

二

十

九

巷

五

八

ニ

部

制

批

ク
且
ス
ト
ミ
ン

λ

タ
1
銀
行
り
な
し
た
る
貸
付
は
そ
れ
自
身
の
預
金
を
何
等
減
少
せ
し
め
す
に
門
付
詰
前
向
同

様
〕
・
一

-rr蛇
行
か
預

r
r
r
加ぃ
rrJ込

山
日

rい」
0

私
が
傍
織
を
付
し
た
る
ご
こ
ろ
は
注
意
す
べ
き
部
分
で
あ
る
が
、
比
の
場
合
に
於

τも
彼
れ
は
?
銀
行
の
現
金

が
減
じ
い
共
準
備
卒
が
少

L
〈
減
宇
る
こ
正
を
認
め
て
ゐ
る
。
先
づ
準
備
率
に
就
て
は
前
の
場
人
口
岡
山
同
り
理
由
に
依

て
論
議
す
る
こ
正
は
出
求
な
い
・
次
に
タ
銀
行
の
現
金
が
二
千
勝
減
じ
た
古
い
ふ
ニ
正
に
就
て
は
・
成
る
論
者
が

之
れ
を
駁
し
て
、
そ
れ
は

9
1
7
ω
言
一
へ
る
ど
こ
ろ
の
「
一
伽
の
銀
行
は
一
私
人
ピ
同
様
に
其
所
布
せ
る
金
額
に

其
の
借
用
し
得
る
金
額
を
加
へ
た
も
の
よ
b
も
多

f
貸
す
こ
ピ
は
出
来
な
い
」
古
い
ふ
こ
子
炉
』
釘
破
し
た
こ
ど
に

な
ら
な
い
、
何
E
な
れ
ば
そ
れ
は
?
銀
行
が
此
の
貸
付
を
な
す
以
前
か
ら
少
(
ご
も
そ
れ
丈
の
現
金
や
持
っ
て
ゐ

た
さ
い
ふ
こ
ご
を
強
め
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
・
若
し
之
れ
だ
け
の
金
額
も
持
っ
て
居
ら
宇
且
つ
他
か
ら
借
入
れ

る
こ
さ
伊
出
来
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
先
づ
第
一
に
此
の
貸
付
を
す
る
こ
ご
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
、
さ
遁
べ

て
ゐ
る
。
比
の
機
撃
は
尤
も
で
ゐ
る

Z
思
は
れ
る
(
只
或
は
、

9
4
ザ
1
Z
は
前
の
同
一
銀
行
の
場
合
に
於
て
私
が

傍
貼
を
付
し
た
る
部
分
に
就
て
逃
ぺ

τゐ
る
の
で
あ
る
Z
言
ふ
か
も
知
れ
ぬ
、
ご
い
ふ
ご
ピ
が
想
像
さ
れ
る
が
)
。

然
L
そ
れ
ご
共
に
注
意
す
〈
き
こ
と
は
、
?
イ
ザ

1
1
が
一
向
仰
の
銀
行
は
貸
付
を
な
す
こ
ご
に
依
て
他
銀
行
に

新
な
る
預
金
金
作
る
、
郎
も
後
の
場
合
に
於
て
ウ
ノ
銀
行
の
な
し
た
る
貸
付
は
其
の
貸
付
の
起
ら

F
h
し
以
前
に
比

ぺ
て
は
、
何
等
?
銀
行
の
預
金
を
減
少
せ
し
め
な
い
が
、
然
し
ロ
銀
行
の
預
金
を
増
加

L
た
に
注
ひ
な
い
、
ざ
言

。

へ
る
こ
ご
で
あ
る
。
之
れ
は
会
〈
其
過
ち
で
ゐ
晶
、
然
し
之
れ
に
依

τウ
ノ
イ
ザ

1λ
が
英
主
張
た
る
「
貸
付
が
預

一
個
の
銀
行
的
立
場
に
於

τ言
一
へ
る
も
の
で
は
な
〈
寧
ろ
金
値
の
銀
行
を

金
を
作
b
出
す
」

ご
い
へ
る
も
り
は
、

cf. R. G目 ROdkey，The Badking Process， 1928. pp. 4[--42 9) 



包
括
し
て
言
へ
る
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
を
知
り
得
る
の
で
ゐ
る
。
彼
れ
の
主
張
の
宿
る
さ
こ
ろ
は
此
慮
に
ゐ

る
ご
忠
は
れ
る
o

そ
れ
は
彼
れ
が
先
の
引
用
文
に
引
緩
い
て
、
「
斯
く
し
て
預
金
銀
行
な
る
も
の
は
、
そ
れ
自
ら

の
た
め
に
或
は
相
互
り
た
め
仁
貸
付
金
な
す

-LL
に
依
て
、
預
金
を
作
h
J
出
す
ニ
己
診
得
・
叉
作
h
ノ
出
す
ニ
ピ
は

明
か
で
ゐ
る
」
正
言
へ
る
こ
正
に
依

τも
、
真
に
其
著
に
於

τ前
掲
ピ
同
じ
憶
な
る
例
を
以
て
説
明
し
た
る
後
「
放

に
吾
人
は
最
初
の
結
論
却
も
武
下
り
千
五
十
磁
の
借
入
が
其
の
山
富
額
に
り
、
会
館
正
し

τの
(
E
ω

三】。一
O
)

銀
行

の
預
金
h
z
培
加
せ
し
め
た
ピ
い
ふ
引
、
ど
じ
、
立
蹄
る
の
で
あ
る
」
だ
言
へ
る
こ
と
仁
依
て
も
創
る
こ
己
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

右
の
如
〈
凡
℃
の
銀
行
会
館
川
り
立
場
に
於
て
見
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
一
側
の
銀
行
の
立
場
に
於
て
見
る
場
合

z
e峻
別
す
る
必
要
が
ゐ
る
で
あ
ら
う
o

「ミ

l
ι
y
グ
・
オ
プ
・
7

ネ

l
」
金
読
む
時
、
銀
行
会
髄
の
立
場
に
於
て

述
べ
て
ゐ
る
ご
見
る
な
ら
ば
・
よ
く
説
明
苫
れ

τゐ
る
こ
吉
、
忠
ふ
が
、
然
し
一
例
の
銀
行
の
立
場
に
於
て
の
設

明
が
充
分
で
な
い
慌
に
成
十
る
の
で
ゐ
る
o
此
凶
別
ぞ
充
分
明
か
に
し

τゐ
な
い
こ
こ
は
、
ク
イ
ポ

1
ス
の
み
な

ら
す
従
来
の
辺
誠
に
於
け
る
欠
紡
で
ゐ
る

ε
い
ふ
・
』
ご
が
出
来
る
(
詑
)
Q

睦

消
E俳
ir~包
~J 
t 仮
ニ品
r.r幡
、τ 司

jt 安
~t. i-
77年>ー

とは
詰韮
協青
島止
に山

け

個亙
品交
'IJ i 
a、:，;. 11.) 

1?立
場。戸

君 J5
7E 
りる
る

べ

日告
I='i" 

三と
lーの
八但

頁古
i 靖之

凹後
-1-に
ftH 
コせ

bふ

れ
て
ゐ
る

:!' 

金
融
走型

五

深
井
氏
及
び
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
の
説
の
要
拡

一
仰
の
銀
行
己
会
髄
内
銀
行
ご
を
院
別
し
て
品
仰
の
所
謂
信
川
剣
池
の
問
題
を
考
察
し
、
先
づ

「
銀
行
取
引
の
賀

詑

預
金
泊
貨
の
泣
山
に
制
す
る
泊
詑
主
新
設

銘
削
披

部
二
十
丸
谷

五入一-一

苑

The Meaning' of Money， p. 65 10) 



詑

苑

第
四
税

預
金
調
貨
の
越
山
に
闘
す
る
掴
誌
と
珊
話

第
二
十
丸
谷

五
λ
凹

際
仁
就
き
て
其
の
真
相
を
明
仁

L
τ
見
た
い

Z
思
ふ
」
さ
の
宵
頑
の
下
じ
深
井
英
五
氏
は
其
近
著
「
通
貨
調
節
論
」

仁
於
て
極
め
て
要
領
を
得
た
る
説
明
を
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

A
1
氏
の
設
識
の
中
よ
り
部
分
的
に
要
鈷
己
恩
は
る
、

も
の
を
引
用
す
れ
ば
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

「
;
:
・
:
故
仁
貸
出
を
潟
す
銀
行
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
貸
出
仁
よ
h
て
起
る
預
合
の
増
加
を
資
脱
ご
し
て
貸

出
を
縛
す
ご
云
ふ
こ
正
は
ゐ
り
得
な
い
。
貸
出
に
よ
ち
て
出
来
た
預
金
も
卒
均
預
金
残
高
の
る
算
に
多
少
の
影
響

を
典
へ
る
に

ιう
が
、
そ
れ
仁
よ
る
白
山
鉾
上
の
増
加
は
貸
出
制
を
充
た
す
務
に
な
ら
な
レ
。

--EE---E
・E
・
-
:
:
貸
出

に
よ
る
預
金
の
増
加
を
見
込
み

τ先
づ
貸
出
を
銭
す
己
云
ふ
が
如
き
は
、
恐
ら
〈
盛
貨
な
る
銀
行
総
楼
者
の
思
ひ

も
付
か
泊
所
で
あ
ら
う
。
一
銀
行
的
経
笹
上
に
於

τは
、
預
金
が
先
に
し
て
貸
出
が
後
で
ゐ
る
。
其
取
引
は
信
用

の
輔
用
に
し
て
信
用
の
創
造
ご
は
云
ひ
難
い
。
」

「
然
し
な
が
ら
凡
で
の
銀
行
を
一
括
し
て
見
る
ご
き
は
、
甲
銀
行
か
ら
貸
出
さ
れ
た
る
資
金
が
其
銀
行
内
預
金

ご
し
て
獲
ら
宇
ど
も
・
共
大
部
分
は
糠
々
し
て
乙
銀
行
其
他
何
れ
か
の
銀
行
の
預
金
ご
な
る
で
ゐ
ら
う
o

告
れ
が

小
切
手
使
用
の
習
慣
ゐ
る
枇
曾
の
質
扶
で
あ
る
0

・
:
-
i・e
・
-
:
E
i
-
-
:・
:
乙
銀
行
は
預
金
の
増
加
に
よ
り

て
新
た
に
貸
出
資
源
を
得
る
。
乙
銀
行
が
其
資
源
を
以
て
貸
出
を
銭
せ
ば
、
前
記
ご
悶
じ
径
路
に
よ
り
て
丙
銀
行

其
他
何
れ
か
の
銀
行
に
於

τ頭
金
の
増
加
伝
来
た
す
。
此
順
序
を
幾
度
も
重
ね
て
数
多
の
銀
行
の
貸
出
ご
酒
田
金
正

が
併
行
し
て
増
進
す
る
。
凡
て
の
銀
行
を
一
括
し
て
、
出
席
〈
祉
曾
に
封
す
る
闘
係
を
見
れ
ば
、
銀
行
は
枇
曾
に
多

(
の
信
用
を
許
典
し
、
枇
曾
hr
ら
多
(
の
信
用
e

伊
許
奥
き
れ
た
る
こ
吉
、
な
る
。
」

私
は
深
井
氏
的
所
訟
を
大
髄
に
於
て
妥
嘗
な
る
も
の
ピ
考
へ
る
。
私

ω上
越
的
考
察
に
就

τは
フ
イ
リ
ッ
プ
ス

深井英五、羽貨調陣論 pp-487-489-11) 



の
千
九
百
二
十
年
の
著
「
銀
行
信
用
論
]
中
の
所
設
に
聴
く
所
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
彼
れ
は
一
個
の
銀
行
の
場
合

Z
会
館
の
銀
行
を
包
括
し
て
見
た
る
場
合
ご
の
貸
出
可
能
限
度
を
敷
島
一
尚
に
計
算
し
て
之
れ
を
明
瞭
な
ら

L
め
て

ゐ
る
。
之
れ
を
簡
躍
に
一
五
へ
ば
、
一
伺
の
銀
行
の
場
合
に
於
て
は
、
銀
行
が
維
持

f
ぺ
き
準
備
率
を
十

JA1
セ

y

ト
Z
し
且
つ
貸
付
額
の
二
十
パ

1
セ

y
ト
を
残
高
ご
し
て
残

L
置
〈
ぺ
き
こ
芭
を
顧
客
に
要
求
す
る
も
の
芭
す
れ

ば
、
一
定
額
の
直
接
預
金
的
増
加
ゐ
b
た
る
場
合
の
貸
出
可
能
限
度
は
、
其
一
定
額
の
置
接
預
金
的
約
一
、
一
倍

に
過
ぎ
な
い
が
、
凡

τの
銀
行
を
一
括
し
て
児
た
る
場
合
に
於
て
は
、
何
れ
の
銀
行
も
そ
の
維
持
す
べ
き
準
備
率

井
に
廟
客
に
獲
す
こ
ピ
を
要
求
す
る
鶏
高
の
割
合
は
何
れ
も
前
同
様
ご
す
れ
ば
或
る
銀
行
に
於
け
る
其
一
定
額
の

直
接
預
金
の
九
倍
に
常
る
貸
出
、
そ
の
十
倍
の
預
金
通
貨
の
議
出
が
会
館
仁
於

τ出
来
る
こ
ど
に
成
る
ご
い
ふ
の

で
あ
る
(
勿
論
之
れ
は
現
金
が
何
れ
の
銀
行
か
ら
も
引
出
き
れ
な
い
-
』
正
を
前
提
ご
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
)
。

要
す
る
に
之
れ
は
、
従
来
の
通
話
に
於

τ
一
倒
の
銀
行
に
於
て
可
飽
ご
考
へ
た
貸
出
額
が
、
会
慢
の
銀
行
を
一
括

し
て
見
冗
る
場
合
に
於
て
の
み
可
能
ご
な
る
こ

E
を
意
味
す
る
も
の
で
め
る
。
私
は
プ
イ
P
H
Y
.
7
1
の
所
設
に
就

て
は
術
研
究
す
べ
き
複
雑
な
る
問
題
の
存
す
る
よ
ど
を
認
め
る
が
故
に
之
れ
を
別
の
稿
に
議
h
、
以
上
を
以
て
主

ご
し
て
従
来
的
通
説
の
欠
織
を
述
べ
、
且
つ

9
1
フ
の
所
説
及
び
ク
イ
ザ

1
2
の
見
解
に
於
て
如
何
な
る
貼
に
採

る
ぺ
き
正
こ
ろ
あ
る
か
を
切
か
に
す
る
に
止
め
た
の
で
あ
る
。

設

第
二
十
九
巻

第
四
都

一一= 『

五ー
λ
五

苑

預
金
油
貨
白
浩
田
に
闘
す
る
誼
詑
't
新
詑

C. A. Phil1ip~l ， Bank Credit， 1920 (I~t ed.) chap. 111. 12) 


